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くい長変更自由自在

くい製造待ち時間を
カット

端板圧着治具で
鉛直に接続

ＥＳ-Ｆｉｔ工法

既製コンクリートくいの
信頼性向上

支持層不陸に素早く対応。
既製コンクリートくいを確実に支持層へ貫入くい
長変更による現場施工のタイムロスを縮減し、工
程への影響を軽減。
既製コンクリートくい－埋込くい工法の新しい時
代を拓くＥＳ-Ｆｉｔ工法の誕生。
　ＥＳ-Ｆｉｔ工法は、くいの長さ調整用くいであるＥＳくいを既製コンクリートくいに接
続する事で、オーガー掘削時に判明した現地支持層深さに既製コンクリートくいを確
実にフィットさせる工法です。
　『ＥＳ』は『ＥｘｔｅｎｓｉｏｎＳｈｏｒｔ』の略で短いくいを継ぎ足す事を意味します。
　『Ｆｉｔ』はくいを支持層へ確実に定着（フィット）させる事、くい接続時にくい端面
同士を密着（フィット）させる事を意味します。

一般財団法人　ベターリビング　一般評定　ＣＢＬ　ＦＰ００４-１５号（平成２８年３月１１日）
特許出願中　出願番号２０１５-００５７９８（平成２７年１月１５日）

時代に要求される唯一無二の新技術を提供します。

現地地盤の支持層不陸に現場内で臨機応変に且つ容易に対応できます。

既製コンクリートくいと同一の製品規格（くい長を除く）で製造されたＥＳくいを接続する事で、

接続後も従来の既製コンクリートくいと同等のくい性能を発揮します。

施工は、ＥＳくい継手施工マニュアルによる施工管理を行い、信頼性の高い施工管理ができます。
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・ＥＳくいは、既製くい施工現場にて支持層の不陸が確認された場合に、素早くくい長の変
更が可能となるよう開発されたくいであり、4m以上のJ I Sくい、従来の評定くいと同等の
性能を有します。

・プレボーリング系の工法において、オーガ掘削完了時に判定された支持層深さに合致する
長さのくいに変更する場合、くい挿入前にくいの最下端部、継くいの中間部へＥＳくいを接
続し、適切な長さのくいを完成させます。

・中掘り工法においては、試験くい等で支持層不陸が確認された後、次施工のくいよりＥＳ
くいを接続する事でくい長変更への対応が可能です。

・ＰＨＣくいはくいの最下端部、中間部への接続が可能です。拡底くい等の先端形状が変化
するくいは中間部へ接続します。

・くい接続は、「ＥＳくい継手施工マニュアル」に基づき行います。

支持層が深く最下端部に継ぐ場合 支持層が深く中間部に継ぐ場合

支持層が浅く最下端部に継ぐ場合 支持層が浅く中間部に継ぐ場合

上くい 上くい 上くい

上くい 上くい 上くい 上くい 上くい上くい

上くい 上くい 上くい

下くい下くい下くい

下くい
下くい

下くい 下くい
下くい

下くい

下くい 下くい

下くい

支持層 支持層

支持層支持層

支持層

支持層

支持層

支持層

ESくい

ESくい

ESくい

ESくい

端板圧着治具
　４本のボルトにてルート間隔を調整
しながら、くい同士を鉛直にします。

・ 地中へ打設されるくいのくい頭部は、水平方向への応力が大きく作用する部分であり、くい体コンクリート部
と、強度の異なる継手部が存在した場合に、曲げ方向のくい体の挙動が明確でないことから、くい頭部へは用
いない事とします。

・くい建て込み時の鉛直性１／２００を担保するには、３本以上では管理手法が困難であるために１本くい（１セ
ット）に接続出来るＥＳくいは２本までとします。

・ＥＳくいは極端に短いくいであるので、単独くいとしては使用しない事とします。
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ＥＳ-Ｆｉｔ工法の施工方法

・ＥＳ-Ｆｉｔ工法施工フロー

下部くいとＥＳくいの継手部端板のケレン、清掃溶接用ケーシングの埋設

(1.0m～3.0mESくいの場合）(3.5mＥＳくいの場合）

下部くいとＥＳくいの継手部分の端面直角度の計測

下部くいに上部くい案内治具を装着

ＥＳくいを下部くい上へ建て込む

端板圧着治具を接続部上下にセット

上部くいとＥＳくいの継手部分の端面直角度の計測

ＥＳくい下部ライナープレート取付

ＥＳくいをケーシング内に建て込む ケーシング内に高さ調整用鋼管挿入

ＥＳくい下部固定フランジ取付

ＥＳくいをケーシング内に建て込む

ＥＳくいを鉛直性保持ボルトにて鉛直にする

ルート間隔調整ボルト
端板圧着治具

鉛直性保持ボルト

Ｈ≒650㎜Ｈ≒600㎜

ルート間隔をルート間隔調整ボルトにて調整し、
下部くいとＥＳくいの側面を鉛直方向で平行にする

継手部を仮溶接（４カ所以上）する

端板圧着治具の取り外し

ＥＳくいに上部くい案内治具を装着

上部くいをＥＳくい上へ建て込む

端板圧着治具を接続部上下にセット

継手部を仮溶接（４カ所以上）する

ルート間隔をルート間隔調整ボルトにて調整し、
上部くいとＥＳくいの側面を鉛直方向で平行にするケーシング

高
さ
調
整
用
鋼
管

Ｅ
Ｓ
く
い

Ｈ≒2,500㎜

ＥＳくい

▽　GL

下部固定フランジ

・ＥＳくいは、ケーシング内で鉛直に保持されます。
・端板圧着治具にてルート間隔を調整し、くい同士を鉛直に接続する事が可能です。 ※注）機械式継手にて接続する場合は、各機械式継手の施工方法により行う。

ＥＳくい継手施工フロー
（従来くいの下部に接続する場合）

ＥＳくい継手施工フローＥＳくい１ｍの接続状況図
（従来くいの下部に接続する場合） （従来くいの下部くい上部に接続する場合）

出来形確認

本溶接※注

出来形確認

端板圧着治具の取り外し

本溶接※注

上部くいとＥＳくいの継手部端板のケレン清掃
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ＥＳくい（日研-ＥＳPHCパイル）

くい体の種類・寸法 筋鉄んせら材鋼CP
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　ＥＳくい（製品名：日研-ＥＳＰＨＣパイルという）は、中空円筒形を本体とするＰＨＣくいの
くい長４ｍ未満のものであり、ＰＨＣくいと同様にＡ種、Ｂ種、Ｃ種に区分します。日
研-ＥＳＰＨＣパイルＡ種、Ｂ種及びＣ種の有効プレストレス量は、ＰＨＣくいと同一とし、そ
れぞれ4.0N/m㎡、8.0N/m㎡、10.0N/m㎡です。
　日研-ＥＳＰＨＣパイルは、外径によって300㎜、350㎜、400㎜、450㎜、500㎜、600㎜、
700㎜、800㎜に区分します。
　くい長は、くい径くい種毎に、1.0ｍ、1.5ｍ、2.0ｍ、2.5ｍ、3.0ｍ、3.5ｍです。
日研-ＥＳＰＨＣパイルは、既製コンクリートくい（ＪＩＳくい・既評定くい）と同等の性能を
確保するため、ＪＩＳ認証（ＪＩＳ Ａ ５３７３）またはＰＨＣくいの一般評定を取得している既
製コンクリートくい（ＪＩＳくい・既評定くい）製造工場にて既製コンクリートくい（ＪＩＳ
くい・既評定くい）と同一の材料、配筋ならびに継手部の形状・寸法、製造における品質管
理の下で製造を行い、且つプレストレス確認試験によりその性能を確認されたくいです。
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継手金具 細径異形PC鋼棒らせん鉄筋

H

継手金具

補強ﾊﾞﾝﾄﾞの幅 T T

細径異形PC鋼棒

T T
D1000

HR

継手金具

補強ﾊﾞﾝﾄﾞの幅

細径異形PC鋼棒

らせん鉄筋

らせん鉄筋

HR

継手金具

補強ﾊﾞﾝﾄﾞの幅 T T
D3000

HR補強ﾊﾞﾝﾄﾞの幅 T T
D2000

細径異形PC鋼棒らせん鉄筋



評定書（評定ＣＢＬＦＰ００４-１５号）

・技術の概要

　本評定の対象とする技術は、「プレキャストプレストレストコンクリート製品JIS A 
5373:2010」（以下、JIS A 5373）に規定されているプレストレストコンクリートくい
（以下、JISくい）に比べて長さが短い（1.0mから3.5m）プレストレストコンクリート
くいの継手施工性能及び構造性能に関するものであり埋込みくい工法による施工中に支持
層の不陸が確認された場合においても、当該くいを使用することでくい全体の長さを調整
することにより、設計上、必要な支持層への根入れ深さを確保するための対応が可能と
なります。
　日研-ＥＳＰＨＣパイルの使用にあたっては、くいの施工１箇所につき接続可能な本数を２
本までとし、くいの中間部および最下端部に接続します。本評定においては、日研-ＥＳＰＨ
Ｃパイルを溶接継手により施工する場合の施工管理方法（工法名：ES-Fit工法）および当
該くいの構造性能を審査対象としています。ただし、くいの中間部に無溶接継手により当
該くいを接続する場合においては、過去に技術評価を取得しているくいの継手工法（機械
式継手工法）の施工管理基準に従い、適切に施工されることを前提条件として当該くいの
使用条件に含まれていることを確認しております。
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